
議案第７９号

令和４年度渋川市一般会計補正予算（第３号）

令和４年度渋川市の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０７，６２７千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３３，９４８，９４２千円と

する。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費）

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１３条第１項の規定に

より、翌年度に繰り越して使用することができる経費は、「第２表 繰越

明許費」による。

（地方債の補正）

第３条 地方債の追加は、「第３表 地方債補正」による。

令和４年６月９日提出

渋川市長 髙 木 勉







（単位：千円）

款 項 金　額

９　消防費 １　消防費 29,438

29,438

第　　２　　表　　　　　繰　　越　　明　　許　　費　　

事　業　名

消防ポンプ車購入事業

合　　　　計



　　　　　第　　３　　表　　　　　地　　　方　　　債　　　補　　　正

（追加） （単位：千円）

起債の目的

小　　　　計

合　　　計

補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

1,280,300 1,356,100

限度額 起債の方法 利　率 償還の方法

美術館移転事
業（合併特例
事業）

75,800

証書借入又は証
券発行

年5.0％以内
（ただし、利率見
直し方式で借り入
れる政府資金及び
地方公共団体金融
機構資金につい
て、利率の見直し
を行った後におい
ては、当該見直し
後の利率）

政府資金につい
ては、その融資
条件により、銀
行その他の場合
にはその債権者
と協定するもの
による。ただ
し、市財政の都
合により据置期
間及び償還期限
を短縮し、又は
繰上償還もしく
は低利に借換え
することができ
る。

75,800

















（単位：千円）

令 和 ２ 年 度 末 令 和 ３ 年 度 末 令 和 ４ 年 度 末

令 和 ４ 年 度 中 令 和 ４ 年 度 中

現 在 高 現 在 高 見 込 額 起 債 見 込 額 元金償還見込額 現 在 高 見 込 額

補正前の額 18,279,694 18,119,029 980,300 1,686,625 17,412,704

１ 普 通 債 補 正 額 75,800 75,800

補正後の額 18,279,694 18,119,029 1,056,100 1,686,625 17,488,504

補正前の額 7,556,863 7,409,956 153,100 675,135 6,887,921

(９)教　育 補 正 額 75,800 75,800

補正後の額 7,556,863 7,409,956 228,900 675,135 6,963,721

補正前の額 34,992,887 34,707,771 1,280,300 3,219,149 32,768,922

合　　計 補 正 額 75,800 75,800

補正後の額 34,992,887 34,707,771 1,356,100 3,219,149 32,844,722

地方債の令和２年度末における現在高並びに令和３年度末及び

令和４年度末における現在高の見込みに関する調書

令 和 ４ 年 度 中 増 減 見 込 み

区　　　　分



議案第７９号　参考資料

款 項 繰越明許費額 概　　要 開札日等 当初工期等 変更後工期等 請負業者 繰越しとなる理由 完了予定

千円

９ １ 29,438

・消防ポンプ
車　1台
（第26分団・
赤城地区）

未契約 － － －

・世界的な半導
体不足等により、
通常よりもシャシ
の出荷に時間を
要することが見込
まれ、年度内で
は適正な納期を
確保できないた
め

令和6年
3月30日

令和４年度６月補正予算　一般会計　繰越明許費事業一覧

事  業  名　等

消防ポンプ車購
入事業


